
JP 2016-537865 A 2016.12.1

10

(57)【要約】
　本開示の態様は、第１のＲＡＴおよび第２のＲＡＴ上
で同じベアラのデータを同時に通信することが可能なＵ
Ｅと、第１のＲＡＴおよび第２のＲＡＴ上で同じベアラ
のデータを同時に通信することが可能でないＵＥとのた
めのジョイントサポートに関する。第１のＲＡＴのｅＮ
Ｂが、第１のＲＡＴおよび第２のＲＡＴを介して通信す
ることがs可能なＵＥとの通信のための異なるタイプの
無線ベアラを構成し得る。ｅＮＢは、第１のＲＡＴまた
は第２のＲＡＴのうちの少なくとも１つを介してＵＥに
パケットをルーティングするために無線ベアラのうちの
１つまたは複数を選択し得、ここにおいて、選択するこ
とは、ＵＥが、第１のＲＡＴおよび第２のＲＡＴ上で同
じベアラのデータを同時に通信することが可能であるか
どうかに少なくとも部分的に基づく。ｅＮＢは、選択さ
れた無線ベアラを使用してＵＥと通信し得る。
【選択図】図１０
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）の発展型ノードＢ（ｅＮＢ）によるワイヤレス通信
のための方法であって、
　前記第１のＲＡＴおよび第２のＲＡＴを介して通信することが可能なユーザ機器（ＵＥ
）との通信のための異なるタイプの無線ベアラを構成することと、
　前記第１のＲＡＴまたは前記第２のＲＡＴのうちの少なくとも１つを介して前記ＵＥに
パケットをルーティングするために前記無線ベアラのうちの１つまたは複数を選択するこ
と、ここにおいて、前記選択することは、前記ＵＥが、前記第１のＲＡＴおよび前記第２
のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信することが可能であるかどうかに少なくと
も部分的に基づく、と、
　前記選択された無線ベアラを使用して前記ＵＥと通信することと
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記無線ベアラのうちの前記１つまたは複数を選択することは、
　前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信するこ
とが可能でないＵＥから独立して、前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で同じベ
アラのデータを同時に通信することが可能なＵＥをスケジュールすることをさらに備え、
前記スケジュールすることは、ＵＥの各タイプについて別個のスケジューラとフロー制御
モジュールとを使用して実行される、
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信するこ
とが可能な前記ＵＥのための前記スケジューラは、サービス品質（ＱｏＳ）ベーススケジ
ューリングアルゴリズムを採用し、前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で同じベ
アラのデータを同時に通信することが可能でない前記ＵＥのための前記スケジューラは、
非ＱｏＳベーススケジューリングアルゴリズムを採用する、
　請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記別個のスケジューラのための優先度を動的に決定することをさらに備える、
　請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で前記同じベアラのデータを同時に通信す
ることが可能な前記ＵＥのための前記スケジューラは、比例公平スケジューラであり、前
記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で前記同じベアラのデータを同時に通信するこ
とが可能でない前記ＵＥのための前記スケジューラは、ラウンドロビンベーススケジュー
リングアルゴリズムを採用する、
　請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１のＲＡＴは、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）であり、前記第２のＲ
ＡＴは、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）である、
　請求項３に記載の方法。
【請求項７】
　前記無線ベアラのうちの前記１つまたは複数を選択することは、
　ジョイントスケジューラとジョイントフロー制御モジュールとを使用して、前記第１の
ＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信することが可能なＵ
Ｅと、前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信す
ることが可能でないＵＥとをスケジュールすることをさらに備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項８】



(3) JP 2016-537865 A 2016.12.1

10

20

30

40

50

　前記ジョイントスケジューラは、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）専用ベアラ
と、無線リンク制御（ＲＬＣ）アグリゲートデータと、ワイヤレスローカルエリアネット
ワーク（ＷＬＡＮ）専用ベアラとをスケジュールすることが可能なマルチリンクスケジュ
ーラであり、ＲＬＣアグリゲートデータは、前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上
で同時にスケジュールされ得る前記同じベアラのデータである、
　請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記第１のＲＡＴは、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）であり、前記第２のＲ
ＡＴは、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）である、
　請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ジョイントスケジューラは、サービス品質（ＱｏＳ）ベーススケジューリングアル
ゴリズムを採用する、
　請求項７に記載の方法。
【請求項１１】
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）の発展型ノードＢ（ｅＮＢ）によるワイヤレス通信
のための装置であって、
　前記第１のＲＡＴおよび第２のＲＡＴを介して通信することが可能なユーザ機器（ＵＥ
）との通信のための異なるタイプの無線ベアラを構成するための手段と、
　前記第１のＲＡＴまたは前記第２のＲＡＴのうちの少なくとも１つを介して前記ＵＥに
パケットをルーティングするために前記無線ベアラのうちの１つまたは複数を選択するた
めの手段、ここにおいて、前記選択するための手段は、前記ＵＥが、前記第１のＲＡＴお
よび前記第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信することが可能であるかどう
かに少なくとも部分的に基づく、と、
　前記選択された無線ベアラを使用して前記ＵＥと通信するための手段と
　を備える、装置。
【請求項１２】
　前記無線ベアラのうちの１つまたは複数を前記選択するための手段は、前記第１のＲＡ
Ｔおよび前記第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信することが可能でないＵ
Ｅから独立して、前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同
時に通信することが可能なＵＥをスケジュールするための手段をさらに備え、前記スケジ
ュールするための手段は、ＵＥの各タイプについて別個のスケジューラとフロー制御モジ
ュールとを使用して実行される、
　請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信するこ
とが可能な前記ＵＥのための前記スケジューラは、サービス品質（ＱｏＳ）ベーススケジ
ューリングアルゴリズムを採用し、前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で同じベ
アラのデータを同時に通信することが可能でない前記ＵＥのための前記スケジューラは、
非ＱｏＳベーススケジューリングアルゴリズムを採用する、
　請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記別個のスケジューラのための優先度を動的に決定するための手段をさらに備える、
　請求項１２に記載の装置。
【請求項１５】
　前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で前記同じベアラのデータを同時に通信す
ることが可能な前記ＵＥのための前記スケジューラは、比例公平スケジューラであり、前
記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で前記同じベアラのデータを同時に通信するこ
とが可能でない前記ＵＥのための前記スケジューラは、ラウンドロビンベーススケジュー
リングアルゴリズムを採用する、
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　請求項１３に記載の装置。
【請求項１６】
　前記第１のＲＡＴは、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）であり、前記第２のＲ
ＡＴは、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）である、
　請求項１３に記載の装置。
【請求項１７】
　前記無線ベアラのうちの１つまたは複数を前記選択するための手段は、ジョイントスケ
ジューラとジョイントフロー制御モジュールとを使用して、前記第１のＲＡＴおよび前記
第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信することが可能なＵＥと、前記第１の
ＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信することが可能でな
いＵＥとをスケジュールするための手段をさらに備える、
　請求項１１に記載の装置。
【請求項１８】
　前記ジョイントスケジューラは、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）専用ベアラ
と、無線リンク制御（ＲＬＣ）アグリゲートデータと、ワイヤレスローカルエリアネット
ワーク（ＷＬＡＮ）専用ベアラとをスケジュールすることが可能なマルチリンクスケジュ
ーラであり、ＲＬＣアグリゲートデータは、前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上
で同時にスケジュールされ得る前記同じベアラのデータである、
　請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　前記第１のＲＡＴは、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）であり、前記第２のＲ
ＡＴは、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）である、
　請求項１７に記載の装置。
【請求項２０】
　前記ジョイントスケジューラは、サービス品質（ＱｏＳ）ベーススケジューリングアル
ゴリズムを採用する、
　請求項１７に記載の装置。
【請求項２１】
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）の発展型ノードＢ（ｅＮＢ）によるワイヤレス通信
のための装置であって、
　　前記第１のＲＡＴおよび第２のＲＡＴを介して通信することが可能なユーザ機器（Ｕ
Ｅ）との通信のための異なるタイプの無線ベアラを構成することと、
　　前記第１のＲＡＴまたは前記第２のＲＡＴのうちの少なくとも１つを介して前記ＵＥ
にパケットをルーティングするために前記無線ベアラのうちの１つまたは複数を選択する
こと、ここにおいて、前記選択することは、前記ＵＥが、前記第１のＲＡＴおよび前記第
２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信することが可能であるかどうかに少なく
とも部分的に基づく、と
　を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記選択された無線ベアラを使用して前記ＵＥと通信するように構成された送信機と
　を備える、装置。
【請求項２２】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で同
じベアラのデータを同時に通信することが可能でないＵＥから独立して、前記第１のＲＡ
Ｔおよび前記第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信することが可能なＵＥを
スケジュールすることによって、前記無線ベアラのうちの１つまたは複数を選択するよう
にさらに構成され、前記スケジュールすることは、ＵＥの各タイプについて別個のスケジ
ューラとフロー制御モジュールとを使用して実行される、
　請求項２１に記載の装置。
【請求項２３】
　前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信するこ
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とが可能な前記ＵＥのための前記スケジューラは、サービス品質（ＱｏＳ）ベーススケジ
ューリングアルゴリズムを採用し、前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で同じベ
アラのデータを同時に通信することが可能でない前記ＵＥのための前記スケジューラは、
非ＱｏＳベーススケジューリングアルゴリズムを採用する、
　請求項２２に記載の装置。
【請求項２４】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記別個のスケジューラのための優先度を動的に
決定するようにさらに構成される、
　請求項２２に記載の装置。
【請求項２５】
　前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で前記同じベアラのデータを同時に通信す
ることが可能な前記ＵＥのための前記スケジューラは、比例公平スケジューラであり、前
記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で前記同じベアラのデータを同時に通信するこ
とが可能でない前記ＵＥのための前記スケジューラは、ラウンドロビンベーススケジュー
リングアルゴリズムを採用する、
　請求項２３に記載の装置。
【請求項２６】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、ジョイントスケジューラとジョイントフロー制御
モジュールとを使用して、前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で同じベアラのデ
ータを同時に通信することが可能なＵＥと、前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上
で同じベアラのデータを同時に通信することが可能でないＵＥとをスケジュールすること
によって、前記無線ベアラのうちの１つまたは複数を選択するようにさらに構成される、
　請求項２１に記載の装置。
【請求項２７】
　前記ジョイントスケジューラは、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）専用ベアラ
と、無線リンク制御（ＲＬＣ）アグリゲートデータと、ワイヤレスローカルエリアネット
ワーク（ＷＬＡＮ）専用ベアラとをスケジュールすることが可能なマルチリンクスケジュ
ーラであり、ＲＬＣアグリゲートデータは、前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上
で同時にスケジュールされ得る前記同じベアラのデータである、
　請求項２６に記載の装置。
【請求項２８】
　命令を記憶した、ワイヤレス通信のためのコンピュータ可読媒体であって、前記命令は
、
　発展型ノードＢ（ｅＮＢ）によって、第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）および第２の
ＲＡＴを介して通信することが可能なユーザ機器（ＵＥ）との通信のための異なるタイプ
の無線ベアラを構成することと、
　前記ｅＮＢによって、前記第１のＲＡＴまたは前記第２のＲＡＴのうちの少なくとも１
つを介して前記ＵＥにパケットをルーティングするために前記無線ベアラのうちの１つま
たは複数を選択すること、ここにおいて、前記選択することは、前記ＵＥが、前記第１の
ＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信することが可能であ
るかどうかに少なくとも部分的に基づく、と、
　前記ｅＮＢによって、前記選択された無線ベアラを使用して前記ＵＥと通信することと
　を行うために１つまたは複数のプロセッサによって実行可能である、コンピュータ可読
媒体。
【請求項２９】
　前記無線ベアラのうちの前記１つまたは複数を選択することは、
　前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信するこ
とが可能でないＵＥから独立して、前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で同じベ
アラのデータを同時に通信することが可能なＵＥをスケジュールすることをさらに備え、
前記スケジュールすることは、ＵＥの各タイプについて別個のスケジューラとフロー制御
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モジュールとを使用して実行される、
　請求項２８に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項３０】
　前記無線ベアラのうちの前記１つまたは複数を選択することは、
　ジョイントスケジューラとジョイントフロー制御モジュールとを使用して、前記第１の
ＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信することが可能なＵ
Ｅと、前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信す
ることが可能でないＵＥとをスケジュールすることをさらに備える、
　請求項２８に記載のコンピュータ可読媒体。
【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
　[0001]本出願は、その全体が参照により本明細書に明確に組み込まれる、２０１３年１
０月１７日に出願された米国出願第６１／８９２，２８７号、および２０１４年１０月１
４日に出願された米国出願第１４／５１４，１２３号の優先権を主張する。
【技術分野】
【０００２】
　[0002]本開示の態様は、一般にワイヤレス通信に関し、より詳細には、第１の無線アク
セス技術（ＲＡＴ：radio access technology）および第２のＲＡＴ上で同じベアラのデ
ータを同時に通信することが可能なＵＥ（たとえば、ＲＬＣおよび／またはＰＤＣＰアグ
リゲーションが可能なＵＥ）と、第１のＲＡＴおよび第２のＲＡＴ上で同じベアラのデー
タを同時に通信することが可能でないＵＥ（たとえば、ベアラ選択のみが可能なＵＥ）と
のためのｅＮＢによるジョイントサポートのためのアーキテクチャに関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信ネットワークは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージン
グ、およびブロードキャストサービスなどの様々な通信サービスを提供するために広く展
開されている。これらのワイヤレス通信ネットワークは、利用可能なネットワークリソー
スを共有することによって複数のユーザをサポートすることが可能な多元接続ネットワー
クであり得る。そのような多元接続ネットワークの例としては、符号分割多元接続（ＣＤ
ＭＡ）ネットワーク、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割多元接続（
ＦＤＭＡ）ネットワーク、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、およびシングルキ
ャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）ネットワークがある。
【０００４】
　[0004]ワイヤレス通信ネットワークは、いくつかのユーザ機器（ＵＥ）のための通信を
サポートすることができるいくつかのｅノードＢを含み得る。ＵＥは、ダウンリンクおよ
びアップリンクを介してｅノードＢと通信し得る。ダウンリンク（または順方向リンク）
はｅノードＢからＵＥへの通信リンクを指し、アップリンク（または逆方向リンク）はＵ
ＥからｅノードＢへの通信リンクを指す。
【０００５】
　[0005]ワイヤレス通信技術が進歩するにつれて、ますます多くの異なる無線アクセス技
術が利用されている。たとえば、現在、多くの地理的エリアが複数のワイヤレス通信シス
テムによってサービスされており、ワイヤレス通信システムの各々は、１つまたは複数の
異なる無線アクセス技術（ＲＡＴ）を利用することができる。そのようなシステムにおけ
るＵＥの汎用性を高めるために、最近、異なるタイプのＲＡＴを使用するネットワークに
おいて動作することが可能であるマルチモードＵＥに対する志向が高まっている。たとえ
ば、マルチモードＵＥは、ワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）とワイヤレ
スローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ、たとえば、ＷｉＦｉ（登録商標）ネットワー
ク）の両方において動作することが可能であり得る。ＷＷＡＮは、たとえば、セルラーネ
ットワーク（たとえば、３Ｇおよび／または４Ｇネットワーク）であり得る。
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【発明の概要】
【０００６】
　[0006]本開示のいくつかの態様は、第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）のための発展型
ノードＢ（ｅＮＢ：evolved Node B）によるワイヤレス通信のための方法を提供する。本
方法は、概して、第１のＲＡＴおよび第２のＲＡＴを介して通信することが可能なＵＥと
の通信のための異なるタイプの無線ベアラを構成することと、第１のＲＡＴまたは第２の
ＲＡＴのうちの少なくとも１つを介してＵＥにパケットをルーティングするために無線ベ
アラのうちの１つまたは複数を選択することと、ここにおいて、選択することは、ＵＥが
、第１のＲＡＴおよび第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信することが可能
であるかどうかに少なくとも部分的に基づく、選択された無線ベアラを使用してＵＥと通
信することとを含む。
【０００７】
　[0007]本開示のいくつかの態様は、第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）の発展型ノード
Ｂ（ｅＮＢ）によるワイヤレス通信のための装置を提供する。本装置は、概して、第１の
ＲＡＴおよび第２のＲＡＴを介して通信することが可能なＵＥとの通信のための異なるタ
イプの無線ベアラを構成するための手段と、第１のＲＡＴまたは第２のＲＡＴのうちの少
なくとも１つを介してＵＥにパケットをルーティングするために無線ベアラのうちの１つ
または複数を選択するための手段と、ここにおいて、選択するための手段は、ＵＥが、第
１のＲＡＴおよび第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信することが可能であ
るかどうかに少なくとも部分的に基づく、選択された無線ベアラを使用してＵＥと通信す
るための手段とを含む。
【０００８】
　[0008]本開示のいくつかの態様は、第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）の発展型ノード
Ｂ（ｅＮＢ）によるワイヤレス通信のための装置を提供する。本装置は、概して、少なく
とも１つのプロセッサと送信機とを含む。少なくとも１つのプロセッサは、概して、第１
のＲＡＴおよび第２のＲＡＴを介して通信することが可能なＵＥとの通信のための異なる
タイプの無線ベアラを構成することと、第１のＲＡＴまたは第２のＲＡＴのうちの少なく
とも１つを介してＵＥにパケットをルーティングするために無線ベアラのうちの１つまた
は複数を選択することと、ここにおいて、選択することは、ＵＥが、第１のＲＡＴおよび
第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信することが可能であるかどうかに少な
くとも部分的に基づく、を行うように構成される。少なくとも１つの送信機は、概して、
選択された無線ベアラを使用してＵＥと通信するように構成される。
【０００９】
　[0009]本開示のいくつかの態様は、命令を記憶した、ワイヤレス通信のためのコンピュ
ータ可読媒体を提供する。命令は、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）によって、第１の無線アク
セス技術（ＲＡＴ）および第２のＲＡＴを介して通信することが可能なＵＥとの通信のた
めの異なるタイプの無線ベアラを構成することと、ｅＮＢによって、第１のＲＡＴまたは
第２のＲＡＴのうちの少なくとも１つを介してＵＥにパケットをルーティングするために
無線ベアラのうちの１つまたは複数を選択することと、ここにおいて、選択することは、
ＵＥが、第１のＲＡＴおよび第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信すること
が可能であるかどうかに少なくとも部分的に基づく、ｅＮＢによって、選択された無線ベ
アラを使用してＵＥと通信することとを行うために１つまたは複数のプロセッサによって
実行可能である。
【００１０】
　[0010]本開示の様々な態様および特徴について以下でさらに詳細に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
　[0011]本開示の上記で具陳した特徴が詳細に理解され得るように、添付の図面にその一
部を示す態様を参照することによって、上記で手短に要約されたより具体的な説明が得ら
れ得る。ただし、その説明は他の等しく有効な態様に通じ得るので、添付の図面は、本開
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示のいくつかの典型的な態様のみを示し、したがって、本開示の範囲を限定するものと見
なされるべきではないことに留意されたい。
【図１】本開示の態様による、例示的なワイヤレス通信システムを示す図。
【図２】本開示の態様による、ワイヤレス通信システムにおけるベアラアーキテクチャの
一例を概念的に示すブロック図。
【図３】本開示の態様に従って構成されたｅＮＢおよびＵＥを概念的に示すブロック図。
【図４】本開示の態様による、ＵＥにおけるワイヤレスローカルエリアネットワーク（Ｗ
ＬＡＮ）無線アクセス技術（ＲＡＴ）とワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ
）ＲＡＴとのアグリゲーションを概念的に示すブロック図。
【図５Ａ】本開示のいくつかの態様による、コロケートされていないワイヤレスローカル
エリアネットワーク（ＷＬＡＮ）とワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）と
のアクセスのための例示的な参照アーキテクチャを示す図。
【図５Ｂ】本開示のいくつかの態様による、コロケートされたワイヤレスローカルエリア
ネットワーク（ＷＬＡＮ）とワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）とのアク
セスインターワーキングのための例示的な参照アーキテクチャを示す図。
【図６】本開示のいくつかの態様による、第１のＲＡＴおよび第２のＲＡＴ上で同じベア
ラのデータを同時に通信することが可能な（たとえば、ＲＬＣアグリゲーションおよび／
またはＰＤＣＰアグリゲーションが可能な）ＵＥのための例示的なデータフローを示す図
。
【図７】本開示のいくつかの態様による、第１のＲＡＴおよび第２のＲＡＴ上で同じベア
ラのデータを同時に通信することが可能でないＵＥのための例示的なデータフローを示す
図。
【図８】本開示のいくつかの態様による、ｅＮＢにおいてＵＥの各タイプについて別個の
スケジューラとフロー制御モジュールとを使用する、第１のＲＡＴおよび第２のＲＡＴ上
で同じベアラのデータを同時に通信することが可能なＵＥと、第１のＲＡＴおよび第２の
ＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信することが可能でないＵＥとのジョイントサ
ポートのための例示的なデータフローを示す図。
【図９】本開示のいくつかの態様による、ｅＮＢにおいてジョイントジョイントスケジュ
ーラとジョイントフロー制御モジュールとを使用する、第１のＲＡＴおよび第２のＲＡＴ
上で同じベアラのデータを同時に通信することが可能なＵＥと、第１のＲＡＴおよび第２
のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信することが可能でないＵＥとのジョイント
サポートのための例示的なデータフローを示す図。
【図１０】本開示の態様による、たとえば、ｅＮＢによって実行される動作を示す図。
【図１１】本開示の態様による、たとえば、ｅＮＢによって実行される動作を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　[0024]本開示の態様は、一般に、第１のＲＡＴおよび第２のＲＡＴ上で同じベアラのデ
ータを同時に通信することが可能なＵＥと、そのような通信が可能でないＵＥとの、少な
くとも２つのタイプのＵＥのためのｅＮＢによるジョイントサポートに関する。本明細書
でより詳細に説明するように、第１のＲＡＴおよび第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータ
を同時に通信することが可能なＵＥは、ＲＬＣアグリゲーションおよび／またはＰＤＣＰ
アグリゲーションが可能なＵＥと呼ばれる。第１のＲＡおよび第２のＲＡＴ上で同じベア
ラのデータを同時に通信することが可能でないＵＥは、ベアラ選択のみが可能なＵＥと呼
ばれる。
【００１３】
　[0025]本開示の態様によれば、上記で説明した両方のタイプのＵＥのためのスケジュー
リングは、両方のタイプのＵＥをサポートする（たとえば、考慮し、考慮に入れる）ｅＮ
Ｂによるベアラ選択アルゴリズムを使用して実行され得る。本明細書でより詳細に説明す
るように、態様によれば、ｅＮＢは、両方のタイプのＵＥを独立してスケジュールしよう
として、図８に示すように、別個のスケジューラを使用し得る。態様によれば、図９に示
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すように、両方のタイプのＵＥをスケジュールするためにジョイントスケジューラが使用
され得る。第１のＲＡＴおよび第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信するＵ
Ｅの能力に少なくとも部分的に基づいて、ｅＮＢは、ＵＥと通信するための無線ベアラを
選択し得る。
【００１４】
　[0026]添付の図面を参照しながら本開示の様々な態様について以下でより十分に説明す
る。ただし、本開示の態様は、多くの異なる形態で実施され得、本開示全体にわたって提
示する任意の特定の構造または機能に限定されるものと解釈すべきではない。むしろ、こ
れらの態様は、本開示が周到で完全になり、本開示の範囲を当業者に十分に伝えるために
与えるものである。本明細書の教示に基づいて、本開示の範囲は、本開示の他の態様とは
無関係に実装されるにせよ、本開示の他の態様と組み合わせて実装されるにせよ、本明細
書で開示する本開示のいかなる態様をもカバーするものであることを、当業者は諒解され
たい。たとえば、本明細書に記載した態様をいくつ使用しても、装置は実装され得、また
は方法は実施され得る。さらに、本開示の範囲は、本明細書に記載した本開示の様々な態
様に加えてまたはそれらの態様以外に、他の構造、機能、または構造および機能を使用し
て実施されるそのような装置または方法をカバーするものとする。本明細書で開示する本
開示のいずれの態様も、請求項の１つまたは複数の要素によって実施され得ることを理解
されたい。
【００１５】
　[0027]「例示的」という単語は、本明細書では「例、事例、または例示の働きをするこ
と」を意味するために使用する。「例示的」として本明細書で説明するいかなる態様も、
必ずしも他の態様よりも好適または有利であると解釈されるべきであるとは限らない。
【００１６】
　[0028]本明細書では特定の態様について説明するが、これらの態様の多くの変形および
置換は本開示の範囲内に入る。好適な態様のいくつかの利益および利点について説明する
が、本開示の範囲は特定の利益、使用、または目的に限定されるものではない。むしろ、
本開示の態様は、様々なワイヤレス技術、システム構成、ネットワーク、および伝送プロ
トコルに広く適用可能であるものとし、それらのいくつかを例として、図および好適な態
様についての以下の説明において示す。発明を実施するための形態および図面は、本開示
を限定するものではなく説明するものにすぎず、本開示の範囲は添付の特許請求の範囲お
よびそれの均等物によって定義される。
【００１７】
　[0029]本明細書で説明する技法は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネットワーク、時分
割多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）ネットワーク、
直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、シングルキャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ
）ネットワークなど、様々なワイヤレス通信ネットワークに対して使用され得る。「ネッ
トワーク」および「システム」という用語は、しばしば互換的に使用される。ＣＤＭＡネ
ットワークは、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ：Universal Terrestrial Ra
dio Access）、ＣＤＭＡ２０００などの無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤ
ＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ（登録商標））と低チップレート（ＬＣＲ）とを含む。ＣＤＭＡ２０
００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、およびＩＳ－８５６規格をカバーする。ＴＤＭＡ
ネットワークは、モバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標）：Global Sys
tem for Mobile Communications）などの無線技術を実装し得る。ＯＦＤＭＡネットワー
クは、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ：Evolved UTRA）、ＩＥＥＥ８０２．１１、ＩＥＥ
Ｅ８０２．１６、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭ（登録商標）などの無線
技術を実装し得る。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、およびＧＳＭは、ユニバーサルモバイルテ
レコミュニケーションシステム（ＵＭＴＳ：Universal Mobile Telecommunication Syste
m）の一部である。ロングタームエボリューション（ＬＴＥ（登録商標）：Long Term Evo
lution）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの今度のリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－
ＵＴＲＡ、ＧＳＭ、ＵＭＴＳ、およびＬＴＥは、「第３世代パートナーシッププロジェク
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ト」（３ＧＰＰ（登録商標）：3rd Generation Partnership Project）と称する団体から
の文書に記載されている。ＣＤＭＡ２０００は、「第３世代パートナーシッププロジェク
ト２」（３ＧＰＰ２：3rd Generation Partnership Project 2）と称する団体からの文書
に記載されている。
【００１８】
　[0030]シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）は、送信機側でシング
ルキャリア変調を利用し、受信機側で周波数領域等化を利用する１つの送信技法である。
ＳＣ－ＦＤＭＡは、ＯＦＤＭＡシステムと同様の性能および本質的に同じ全体的な複雑さ
を有する。ただし、ＳＣ－ＦＤＭＡ信号は、その特有のシングルキャリア構造のためによ
り低いピーク対平均電力比（ＰＡＰＲ：peak-to-average power ratio）を有する。ＳＣ
－ＦＤＭＡは、特に、より低いＰＡＰＲが送信電力効率の点でモバイル端末に多大な利益
を与えるアップリンク通信において、大きい注目を引いている。それは現在、３ＧＰＰ　
ＬＴＥおよび発展型ＵＴＲＡにおけるアップリンク多元接続方式に関する実用的な前提で
ある。
【００１９】
　[0031]基地局（「ＢＳ」）は、ノードＢ、無線ネットワークコントローラ（「ＲＮＣ」
）、発展型ノードＢ（ｅノードＢ）、基地局コントローラ（「ＢＳＣ」）、基地トランシ
ーバ局（「ＢＴＳ」）、基地局（「ＢＳ」）、トランシーバ機能（「ＴＦ」）、無線ルー
タ、無線トランシーバ、基本サービスセット（「ＢＳＳ」）、拡張サービスセット（「Ｅ
ＳＳ」）、無線基地局（「ＲＢＳ」）、または何らかの他の用語を備えるか、それらのい
ずれかとして実装されるか、あるいはそれらのいずれかとして知られていることがある。
【００２０】
　[0032]ユーザ機器（「ＵＥ」）は、アクセス端末、加入者局、加入者ユニット、リモー
ト局、リモート端末、移動局、ユーザエージェント、ユーザデバイス、ユーザ機器、ユー
ザ局、または何らかの他の用語を備えるか、それらのいずれかとして実装されるか、ある
いはそれらのいずれかとして知られていることがある。いくつかの実装形態では、移動局
は、セルラー電話、コードレス電話、セッション開始プロトコル（「ＳＩＰ」）フォン、
ワイヤレスローカルループ（「ＷＬＬ」）局、携帯情報端末（「ＰＤＡ」）、ワイヤレス
接続能力を有するハンドヘルドデバイス、局（「ＳＴＡ」）、またはワイヤレスモデムに
接続された何らかの他の好適な処理デバイスを備え得る。いくつかの態様では、ノードは
ワイヤレスノードである。そのようなワイヤレスノードは、たとえば、ワイヤードまたは
ワイヤレス通信リンクを介した、ネットワークのための、またはネットワークへの接続性
を与え得る。　
　　例示的なワイヤレス通信システム
【００２１】
　[0033]図１に、本明細書で説明する態様に従って構成され得る、マルチモードユーザ機
器（ＵＥ）１１５－ａおよびｅＮＢ１０５を示す。マルチモードＵＥ１１５－ａは、複数
のＲＡＴを介して通信することが可能であり得る。たとえば、マルチモードＵＥ１１５－
ａは、ｅＮＢ１０５－ａを介してＷＷＡＮと通信することが可能であり、アクセスポイン
ト１０５－ｂを介してＷＬＡＮと通信することが可能であり得る。したがって、そのよう
なＵＥは、第１のＲＡＴおよび第２のＲＡＴにおいて同時に通信することが可能であり得
る。本明細書でより詳細に説明するように、ｅＮＢ１０５（たとえば、１０５－ａ）は、
第１のＲＡＴおよび第２のＲＡＴにおいて同時に通信することが可能なＵＥと、第１のＲ
ＡＴおよび第２のＲＡＴにおいて同時に通信することが可能でないＵＥとを一緒にスケジ
ュールし得る。
【００２２】
　[0034]図１を参照すると、本開示のいくつかの態様による多元接続ワイヤレス通信シス
テムが示されている。図１は、ワイヤレス通信システム１００における例示的なマルチモ
ードＵＥ１１５－ａ．を示している。
【００２３】
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　[0035]ワイヤレス通信システム１００は、基地局（またはセル）１０５と、ユーザ機器
（ＵＥ）１１５と、コアネットワーク１３０とを含む。基地局１０５は、様々な実施形態
ではコアネットワーク１３０または基地局１０５の一部であり得る、基地局コントローラ
（図示せず）の制御下でＵＥ１１５と通信し得る。基地局１０５は、第１のバックホール
リンク１３２を通してコアネットワーク１３０と制御情報および／またはユーザデータを
通信し得る。実施形態では、基地局１０５は、ワイヤードまたはワイヤレス通信リンクで
あり得る第２のバックホールリンク１３４を介して互いと直接または間接的に通信し得る
。ワイヤレス通信システム１００は、複数のキャリア（異なる周波数の波形信号）上での
動作をサポートし得る。マルチキャリア送信機は、複数のキャリア上で同時に被変調信号
を送信することができる。たとえば、各通信リンク１２５は、上記で説明した様々な無線
技術に従って変調されたマルチキャリア信号であり得る。各被変調信号は、異なるキャリ
ア上で送られ得、制御情報（たとえば、基準信号、制御チャネルなど）、オーバーヘッド
情報、データなどを搬送し得る。
【００２４】
　[0036]基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介してＵＥ１１５とワイヤ
レス通信し得る。基地局１０５のサイトの各々は、それぞれの地理的カバレージエリア１
１０に通信カバレージを与え得る。いくつかの実施形態では、基地局１０５は、基地トラ
ンシーバ局、無線基地局、アクセスポイント、無線トランシーバ、基本サービスセット（
ＢＳＳ）、拡張サービスセット（ＥＳＳ）、ノードＢ、ｅノードＢ、ホームノードＢ、ホ
ームｅノードＢ、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることがある。基地局１０５の
ための地理的カバレージエリア１１０は、カバレージエリアの一部分のみを構成するセク
タに分割され得る（図示せず）。ワイヤレス通信システム１００は、異なるタイプの基地
局１０５（たとえば、マクロ基地局、マイクロ基地局、および／またはピコ基地局）を含
み得る。異なる技術について重複するカバレージエリアがあり得る。
【００２５】
　[0037]実施形態では、ワイヤレス通信システム１００はＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワー
ク通信システムである。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワーク通信システムでは、発展型ノー
ドＢ（ｅノードＢ）という用語は、概して、基地局１０５を記述するために使用され得る
。ワイヤレス通信システム１００は、異なるタイプのｅノードＢが様々な地理的領域にカ
バレージを与える、異種ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークであり得る。たとえば、各ｅノ
ードＢ１０５は、マクロセル、ピコセル、フェムトセル、および／または他のタイプのセ
ルに通信カバレージを与え得る。マクロセルは、概して、比較的大きい地理的エリア（た
とえば、半径数キロメートル）をカバーし、ネットワークプロバイダのサービスに加入し
ているＵＥ１１５による無制限アクセスを可能にし得る。ピコセルは、概して、比較的小
さい地理的エリア（たとえば、建築物）をカバーすることになり、ネットワークプロバイ
ダのサービスに加入しているＵＥ１１５による無制限アクセスを可能にし得る。また、フ
ェムトセルは、概して、比較的小さい地理的エリア（たとえば、自宅）をカバーすること
になり、無制限アクセスに加えて、フェムトセルとの関連を有するＵＥ１１５（たとえば
、限定加入者グループ（ＣＳＧ：closed subscriber group）中のＵＥ１１５、自宅内の
ユーザのためのＵＥ１１５など）による制限付きアクセスを可能にし得る。マクロセルの
ためのｅノードＢ１０５はマクロｅノードＢと呼ばれることがある。ピコセルのためのｅ
ノードＢ１０５はピコｅノードＢと呼ばれることがある。また、フェムトセルのためのｅ
ノードＢ１０５はフェムトｅノードＢまたはホームｅノードＢと呼ばれることがある。ｅ
ノードＢ１０５は、１つまたは複数の（たとえば、２つ、３つ、４つなどの）セルをサポ
ートし得る。
【００２６】
　[0038]コアネットワーク１３０は、第１のバックホールリンク１３２（たとえば、Ｓ１
インターフェースなど）を介してｅノードＢ１０５または他の基地局１０５と通信し得る
。ｅノードＢ１０５はまた、たとえば、第２のバックホールリンク１３４（たとえば、Ｘ
２インターフェースなど）を介しておよび／または第１のバックホールリンク１３２を介
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して（たとえば、コアネットワーク１３０を通して）直接または間接的に、互いと通信し
得る。ワイヤレス通信システム１００は同期動作または非同期動作をサポートし得る。同
期動作の場合、ｅノードＢ１０５は同様のフレームタイミングを有し得、異なるｅノード
Ｂ１０５からの送信は近似的に時間的に整合され得る。非同期動作の場合、ｅノードＢ１
０５は異なるフレームタイミングを有し得、異なるｅノードＢ１０５からの送信は時間的
に整合されないことがある。本明細書で説明する技法は、同期動作または非同期動作のい
ずれかのために使用され得る。
【００２７】
　[0039]ワイヤレス通信システム１００に示された通信リンク１２５は、ＵＥ１１５から
ｅノードＢ１０５へのアップリンク（ＵＬ）送信および／またはｅノードＢ１０５からＵ
Ｅ１１５へのダウンリンク（ＤＬ）送信を含み得る。ダウンリンク送信は順方向リンク送
信と呼ばれることもあり、アップリンク送信は逆方向リンク送信と呼ばれることもある。
【００２８】
　[0040]いくつかの例では、ＵＥ１１５は、複数のｅノードＢ１０５と同時に通信するこ
とが可能であり得る。複数のｅノードＢ１０５がＵＥ１１５をサポートするとき、ｅノー
ドＢ１０５のうちの１つは、そのＵＥ１１５のためのアンカーｅノードＢ１０５として指
定され得、１つまたは複数の他のｅノードＢ１０５は、そのＵＥ１１５のための支援ｅノ
ードＢ１０５として指定され得る。たとえば、支援ｅノードＢ１０５は、パケットデータ
ネットワーク（ＰＤＮ：packet data network）に通信可能に結合されたローカルゲート
ウェイに関連し、コアネットワーク１３０を通してトラフィックを送信するのではなく、
支援ｅノードＢ１０５のローカルゲートウェイを通してＵＥ１１５とそのＰＤＮとの間の
ネットワークトラフィックの一部分をオフロードすることによって、コアネットワークリ
ソースが温存され得る。
【００２９】
　[0041]上記で説明したように、マルチモードＵＥ１１５－ａは、複数のＲＡＴを介して
通信することが可能であり得る。したがって、たとえば、ＵＥ１１５－ａは、ｅノードＢ
１０５－ａを介してＷＷＡＮと通信することが可能であり、アクセスポイント１０５－ｂ
を介してＷＬＡＮと通信することが可能であり得る。態様によれば、ｅＮＢ１０５－ａお
よびアクセスポイント１０５－ｂは、図５Ｂに示すようにコロケートされるか、または図
５Ａに示すようにコロケートされないことがある。
【００３０】
　[0042]図２は、本開示の一態様による、ワイヤレス通信システム２００におけるベアラ
アーキテクチャの一例を概念的に示すブロック図である。図２の図示のＵＥ２１５および
ｅＮＢ２０５は、それぞれ、図１のＵＥ１１５およびｅＮＢ１０５に対応し得る。
【００３１】
　[0043]ベアラは、２つのエンドポイント間でトラフィックが送られ得るように、それら
の間の「仮想」接続を確立する。したがって、ベアラは、２つのエンドポイント間のパイ
プラインとして働く。ベアラアーキテクチャは、ＵＥ２１５と、ネットワークを介してア
ドレス可能なピアエンティティ２３０との間のエンドツーエンドサービス２３５を与える
ために使用され得る。
【００３２】
　[0044]図２に示されたベアラアーキテクチャは、ＷＷＡＮなど、ワイドエリアＲＡＴに
おいて実装され得る。上述のように、マルチモードＵＥはまた、たとえば、図４、図５Ａ
、および図５Ｂを参照しながら以下でより詳細に説明するように、２つ以上のＲＡＴと通
信することが可能であり得る。いくつかの態様によれば、各ベアラのための「より良い」
リンクを用いてベアラをサービスする目的に少なくとも部分的に基づいて、ベアラを切り
替えるべきかどうかが決定され得る。いくつかの態様によれば、より良いリンクは、ユー
ザのチャネル状態、トラフィック、および／または同じリンクを共有する他のユーザに部
分的に基づいて決定され得る。したがって、デバイスは、最も適切なリンクを連続的に決
定し得、３Ｇ／４ＧとＷｉ－Ｆｉ（登録商標）との間で切り替え（たとえば、ＷＷＡＮと
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ＷＬＡＮとの間で切り替え）得る。
【００３３】
　[0045]ピアエンティティ２３０は、サーバ、別のＵＥ、または別のタイプのネットワー
クアドレス可能なデバイスであり得る。エンドツーエンドサービス２３５は、エンドツー
エンドサービス２３５に関連する特性（たとえば、ＱｏＳ）のセットに従って、ＵＥ２１
５とピアエンティティ２３０との間でデータをフォワーディングし得る。エンドツーエン
ドサービス２３５は、少なくとも、ＵＥ２１５、ｅノードＢ２０５、サービングゲートウ
ェイ（ＳＧＷ：serving gateway）２２０、パケットデータネットワーク（ＰＤＮ）ゲー
トウェイ（ＰＧＷ：PDN gateway）２２５、およびピアエンティティ２３０によって実装
され得る。ＵＥ２１５およびｅノードＢ２０５は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシステムのエアイ
ンターフェースである発展型ＵＭＴＳ地上波無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ
：evolved UMTS terrestrial radio access network）２０８の構成要素であり得る。サ
ービングゲートウェイ２２０およびＰＤＮゲートウェイ２２５は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシ
ステムのコアネットワーク（たとえば図１の１３０）アーキテクチャである発展型パケッ
トコア（ＥＰＣ：evolved Packet Core）１３０－ａの構成要素であり得る。ピアエンテ
ィティ２３０は、ＰＤＮゲートウェイ２２５に通信可能に結合されたＰＤＮ２１０上のア
ドレス可能なノードであり得る。
【００３４】
　[0046]エンドツーエンドサービス２３５は、ＵＥ２１５とＰＤＮゲートウェイ２２５と
の間の発展型パケットシステム（ＥＰＳ：evolved packet system）ベアラ２４０によっ
て、およびＳＧｉインターフェースを介したＰＤＮゲートウェイ２２５とピアエンティテ
ィ２３０との間の外部ベアラ２４５によって実装され得る。ＳＧｉインターフェースは、
ＵＥ２１５のインターネットプロトコル（ＩＰ）または他のネットワークレイヤアドレス
をＰＤＮ２１０に公開し得る。
【００３５】
　[0047]ＥＰＳベアラ２４０は、特定のＱｏＳに対して定義されたエンドツーエンドトン
ネルであり得る。ＰＤＮサービスおよび関連するアプリケーションへのアクセスがＥＰＳ
ベアラによってＵＥに与えられる。各ＥＰＳベアラ２４０は、複数のパラメータ、たとえ
ば、ＱｏＳクラス識別子（ＱＣＩ：QoS class identifier）、割振りおよび保持優先度（
ＡＲＰ：allocation and retention priority）、保証ビットレート（ＧＢＲ：guarantee
d bit rate）、およびアグリゲート最大ビットレート（ＡＭＢＲ：aggregate maximum bi
t rate）に関連し得る。ＱＣＩは、レイテンシ、パケットロス、ＧＢＲ、および優先度に
関して、あらかじめ定義されたパケット転送処理に関連するＱｏＳクラスを示す整数であ
り得る。いくつかの例では、ＱＣＩは１から９までの整数であり得る。ＡＲＰは、同じリ
ソースのための２つの異なるベアラ間の競合の場合、プリエンプション優先度を与えるた
めにｅノードＢ２０５のスケジューラによって使用され得る。ＧＢＲは、別個のダウンリ
ンク保証ビットレートとアップリンク保証ビットレートとを指定し得る。いくつかのＱｏ
Ｓクラスは、それらのクラスのベアラに対して保証ビットレートが定義されないような非
ＧＢＲであり得る。
【００３６】
　[0048]ＥＰＳベアラ２４０は、ＵＥ２１５とサービングゲートウェイ２２０との間のＥ
－ＵＴＲＡＮ無線アクセスベアラ（Ｅ－ＲＡＢ：E-UTRAN radio access bearer）２５０
、およびＳ５またはＳ８インターフェースを介したサービングゲートウェイ２２０とＰＤ
Ｎゲートウェイとの間のＳ５／Ｓ８ベアラ２５５によって実装され得る。Ｓ５は、非ロー
ミングシナリオにおけるサービングゲートウェイ２２０とＰＤＮゲートウェイ２２５との
間のシグナリングインターフェースを指し、Ｓ８は、ローミングシナリオにおけるサービ
ングゲートウェイ２２０とＰＤＮゲートウェイ２２５との間の類似するシグナリングイン
ターフェースを指す。Ｅ－ＲＡＢ２５０は、ＬＴＥ－Ｕｕエアインターフェースを介した
ＵＥ２１５とｅノードＢ２０５との間の無線ベアラ２６０によって、およびＳ１インター
フェースを介してｅノードＢとサービングゲートウェイ２２０との間のＳ１ベアラ２６５
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によって実装され得る。
【００３７】
　[0049]図２は、ＵＥ２１５とピアエンティティ２３０との間のエンドツーエンドサービ
ス２３５の一例のコンテキストにおけるベアラ階層を示しているが、いくつかのベアラは
、エンドツーエンドサービス２３５に関係しないデータを搬送するために使用され得る。
たとえば、無線ベアラ２６０または他のタイプのベアラは、２つ以上のエンティティ間で
エンドツーエンドサービス２３５のデータに関係しない制御データを送信するために確立
され得る。
【００３８】
　[0050]図３は、本開示の態様に従って構成されたｅノードＢ３０５およびＵＥ３１５を
概念的に示すブロック図である。たとえば、図１に示されているように、ＵＥ３１５の構
成要素はマルチモードＵＥ１１５－ａ中に含まれ得、ｅＮＢ３０５の構成要素はｅＮＢ１
０５中に含まれ得る。本明細書で説明するように、たとえば、アンテナ３３４、Ｔｘ／Ｒ
ｘ３３２、コントローラ／プロセッサ３４０、スケジューラ３４４、およびメモリ３４２
を含む、基地局３０５の１つまたは複数の構成要素は、第１のＲＡＴおよび第２のＲＡＴ
上で同じベアラのデータを同時に通信することが可能なＵＥと、そのような通信が可能で
ないＵＥとのためのジョイントスケジューリングの態様を実装し得る。
【００３９】
　[0051]基地局３０５はアンテナ３３４1～tを装備し得、ＵＥ３１５はアンテナ３５２1

～rを装備し得、ここにおいて、ｔおよびｒは１以上の整数である。基地局３０５におい
て、基地局送信プロセッサ３２０は、基地局データソース３１２からデータを受信し、基
地局コントローラ／プロセッサ３４０から制御情報を受信し得る。制御情報は、物理ブロ
ードキャストチャネル（ＰＢＣＨ：Physical Broadcast Channel）、物理制御フォーマッ
トインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ：Physical Control Format Indicator Channel
）、物理ハイブリッドＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ：Physical Hybrid-ARQ 
Indicator Channel）、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ：Physical Downlink
 Control Channel）などの上で搬送され得る。データは、物理ダウンリンク共有チャネル
（ＰＤＳＣＨ：physical downlink shared channel）などの上で搬送され得る。基地局送
信プロセッサ３２０は、データと制御情報とを処理（たとえば、符号化およびシンボルマ
ッピング）して、それぞれデータシンボルと制御シンボルとを取得し得る。基地局送信プ
ロセッサ３２０はまた、たとえば、ＰＳＳ、ＳＳＳ、およびセル固有基準信号（ＲＳ：re
ference signal）のための基準シンボルを生成し得る。基地局送信（ＴＸ）多入力多出力
（ＭＩＭＯ）プロセッサ３３０は、適用可能な場合、データシンボル、制御シンボル、お
よび／または基準シンボルに対して空間処理（たとえば、プリコーディング）を実行し得
、出力シンボルストリームを基地局トランシーバ（Ｔｘ／Ｒｘ）３３２1～tに与え得る。
各基地局トランシーバ３３２は、（たとえば、ＯＦＤＭなどのために）それぞれの出力シ
ンボルストリームを処理して、出力サンプルストリームを取得し得る。各基地局トランシ
ーバ３３２はさらに、出力サンプルストリームを処理（たとえば、アナログへの変換、増
幅、フィルタ処理、およびアップコンバート）して、ダウンリンク信号を取得し得る。Ｔ
ｘ／Ｒｘ３３２1～tからのダウンリンク信号は、それぞれアンテナ３３４1～tを介して送
信され得る。
【００４０】
　[0052]ＵＥ３１５において、ＵＥアンテナ３５２1～rは、基地局３０５からダウンリン
ク信号を受信し得、受信信号をそれぞれＵＥトランシーバ（Ｔｘ／Ｒｘ）３５４1～rに与
え得る。各ＵＥ　Ｔｘ／Ｒｘ３５４は、それぞれの受信信号を調整（たとえば、フィルタ
処理、増幅、ダウンコンバート、およびデジタル化）して、入力サンプルを取得し得る。
各ＵＥ　Ｔｘ／Ｒｘ３５４はさらに、（たとえば、ＯＦＤＭなどのために）入力サンプル
を処理して、受信シンボルを取得し得る。ＵＥ　ＭＩＭＯ検出器３５６は、すべてのＵＥ
　Ｔｘ／Ｒｘ３５４1～rから受信シンボルを取得し、適用可能な場合は受信シンボルに対
してＭＩＭＯ検出を実行し、検出シンボルを与え得る。ＵＥ受信プロセッサ３５８は、検
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出シンボルを処理（たとえば、復調、デインターリーブ、および復号）し、ＵＥ３１５の
復号されたデータをＵＥデータシンク３６０に与え、復号された制御情報をＵＥコントロ
ーラ／プロセッサ３８０に与え得る。
【００４１】
　[0053]アップリンク上では、ＵＥ３１５において、ＵＥ送信プロセッサ３６４は、ＵＥ
データソース３６２から（たとえば、ＰＵＳＣＨのための）データを受信し、処理し得、
ＵＥコントローラ／プロセッサ３８０から（たとえば、ＰＵＣＣＨのための）制御情報を
受信し、処理し得る。ＵＥ送信プロセッサ３６４はまた、基準信号のための基準シンボル
を生成し得る。ＵＥ送信プロセッサ３６４からのシンボルは、適用可能な場合はＵＥ　Ｔ
Ｘ　ＭＩＭＯプロセッサ３６６によってプリコーディングされ、さらに（たとえば、ＳＣ
－ＦＤＭなどのために）ＵＥ　Ｔｘ／Ｒｘ３５４1～rによって処理され、基地局３０５に
送信され得る。基地局３０５において、ＵＥ３１５からのアップリンク信号は、基地局ア
ンテナ３３４によって受信され、基地局Ｔｘ／Ｒｘ３３２によって処理され、適用可能な
場合は基地局ＭＩＭＯ検出器３３６によって検出され、さらに基地局受信プロセッサ３３
８によって処理されて、ＵＥ３１５によって送られた復号されたデータと制御情報とが取
得され得る。基地局受信プロセッサ３３８は、復号されたデータを基地局データシンク３
４６に与え、復号された制御情報を基地局コントローラ／プロセッサ３４０に与え得る。
【００４２】
　[0054]上記で説明したように、基地局コントローラ／プロセッサ３４０およびＵＥコン
トローラ／プロセッサ３８０は、それぞれ基地局３０５における動作およびＵＥ３１５に
おける動作を指示し得る。基地局３０５における基地局コントローラ／プロセッサ３４０
および／または他のプロセッサおよびモジュールは、たとえば、本明細書で説明する技法
のための様々なプロセスの実行を実施または指示し得る。ｅノードＢ３０５におけるｅＮ
Ｂコントローラ／プロセッサ３４０および／または他のプロセッサおよびモジュールはま
た、たとえば、図１０～図１１に示す機能ブロック、および／または本明細書で説明する
技法のための他のプロセスの実行を実施または指示し得る。基地局メモリ３４２およびＵ
Ｅメモリ３８２は、それぞれ基地局３０５およびＵＥ３１５のためのデータおよびプログ
ラムコードを記憶し得る。スケジューラ３４４は、ダウンリンク上および／またはアップ
リンク上でのデータ送信のためにＵＥ３１５をスケジュールし得る。ｅＮＢ３００のアン
テナ３３４、Ｔｘ／Ｒｘ３３２は、選択された無線ベアラを用いてＵＥと通信するために
使用され得る。
【００４３】
　[0055]図４に、本開示の一態様による、ユーザ機器（ＵＥ）におけるＬＴＥ無線アクセ
ス技術とＷＬＡＮ無線アクセス技術とのアグリゲーションを概念的に示すブロック図を示
す。アグリゲーションは、１つまたは複数のコンポーネントキャリア１～Ｎ（ＣＣ１～Ｃ
ＣＮ）を使用してｅノードＢ４０５－ａと通信し、ＷＬＡＮキャリア４４０を使用してＷ
ＬＡＮアクセスポイント（ＡＰ）４０５－ｂと通信することができる、マルチモードＵＥ
４１５を含むシステム４００中で行われ得る。前の図を参照しながら上記で説明したよう
に、ｅノードＢ４０５－ａはｅノードＢまたは基地局１０５のうちの１つまたは複数の一
例であり得、ＵＥ４１５はＵＥ１１５のうちの１つまたは複数の一例であり得る。
【００４４】
　[0056]図４には、１つのＵＥ４１５、１つのｅノードＢ４０５－ａ、および１つのＡＰ
４０５－ｂのみが示されているが、システム４００は、任意の数のＵＥ４１５、ｅノード
Ｂ４０５－ａ、および／またはＡＰ４０５－ｂを含むことができることを諒解されたい。
【００４５】
　[0057]ｅノードＢ４０５－ａは、ＬＴＥコンポーネントキャリアＣＣ１～ＣＣＮ４３０
上の順方向（ダウンリンク）チャネル４３２－１～４３２－Ｎを介してＵＥ４１５に情報
を送信することができる。さらに、ＵＥ４１５は、ＬＴＥコンポーネントキャリアＣＣ１
～ＣＣＮ上の逆方向（アップリンク）チャネル４３４－１～４３４－Ｎを介してｅノード
Ｂ４０５－ａに情報を送信することができる。同様に、ＡＰ４０５－ｂは、ＷＬＡＮキャ
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リア４４０上の順方向（ダウンリンク）チャネル４５２を介してＵＥ４１５に情報を送信
し得る。さらに、ＵＥ４１５は、ＷＬＡＮキャリア４４０の逆方向（アップリンク）チャ
ネル４５４を介してＡＰ４０５－ｂに情報を送信し得る。
【００４６】
　[0058]図４ならびに開示する実施形態のいくつかに関連する他の図の様々なエンティテ
ィについて説明する際、説明の目的で、３ＧＰＰ　ＬＴＥまたはＬＴＥ－Ａワイヤレスネ
ットワークに関連する名称が使用される。ただし、システム４００は、限定はしないが、
ＯＦＤＭＡワイヤレスネットワーク、ＣＤＭＡネットワーク、３ＧＰＰ２　ＣＤＭＡ２０
００ネットワークなどの他のネットワークにおいて動作することができることを諒解され
たい。モバイル事業者は、どのトラフィックがＷＬＡＮを介してルーティングされ、どの
トラフィックが（３ＧＰＰ　ＲＡＮなどの）ＷＷＡＮ上で保たれるかを制御することが可
能であり得る。たとえば、（たとえば、ＶｏＩＰまたは他の事業者のサービスに関係する
）いくつかのデータフローは、それのＱｏＳ能力を活用するためにＷＡＮ上でサービスさ
れ得、「ベストエフォート」インターネットトラフィックに関係するＩＰフローはＷＬＡ
Ｎにオフロードされ得る。インターワーキングの場合、利用可能なリンクの各々の性能は
、ユーザ介入なしに、リアルタイムベースで自律的に評価され、各データベアラのための
考えられる最良のリンクが選択される。性能推定は、無線アクセスの観点とエンドツーエ
ンドの観点の両方を含む多数のパラメータを調べる。
【００４７】
　[0059]決定のために考慮されるパラメータのうちのいくつかは、信号およびチャネル品
質、利用可能帯域幅、レイテンシ、ならびに、どのアプリケーションおよびサービスがＷ
ｉ－Ｆｉに移動されることを許され、どれが３ＧＰＰ　ＲＡＮに制限されるかに関する事
業者ポリシーを含む。
【００４８】
　[0060]図５Ａおよび図５Ｂは、本開示の態様による、ＵＥ５１５とＰＤＮ（たとえば、
インターネット）との間のデータ経路５４５、５５０の例を概念的に示すブロック図であ
る。ＵＥ５１５は、それぞれ、図１および図４を参照しながら上記で説明したＵＥ１１５
－ａまたはＵＥ４１５の一例であり得、図３に示されたＵＥ３１５の１つまたは複数の構
成要素を含み得る。図５Ａにおいて、ｅＮＢおよびＡＰはコロケートされない（たとえば
、互いと高速通信していない）ことがある。図５Ｂにおいて、ｅＮＢおよびＡＰはコロケ
ートされる（たとえば、互いと高速通信している）ことがある。
【００４９】
　[0061]データ経路５４５、５５０は、ＷＬＡＮ無線アクセス技術とＬＴＥ無線アクセス
技術とをアグリゲートするワイヤレス通信システム５００－ａ、５００－ｂのコンテキス
ト内で示されている。各例において、それぞれ図５Ａおよび図５Ｂに示されたワイヤレス
通信システム５００－ａおよび５００－ｂは、マルチモードＵＥ５１５と、ｅノードＢ５
０５－ａと、ＷＬＡＮ　ＡＰ５０５－ｂと、発展型パケットコア（ＥＰＣ）１３０と、Ｐ
ＤＮ２１０と、ピアエンティティ２３０とを含み得る。各例のＥＰＣ１３０は、モビリテ
ィ管理エンティティ（ＭＭＥ：mobility management entity）５０５と、サービングゲー
トウェイ（ＳＧＷ）２２０と、ＰＤＮゲートウェイ（ＰＧＷ）２２５とを含み得る。ホー
ム加入者システム（ＨＳＳ：home subscriber system）５３５は、ＭＭＥ５３０に通信可
能に結合され得る。各例のＵＥ５１５は、ＬＴＥ無線機５２０とＷＬＡＮ無線機５２５と
を含み得る。これらの要素は、前の図を参照しながら上記で説明したそれらのカウンター
パートのうちの１つまたは複数の態様を表し得る。
【００５０】
　[0062]特に図５Ａを参照すると、ｅノードＢ５０５－ａおよびＡＰ５０５－ｂは、１つ
または複数のＬＴＥコンポーネントキャリアまたは１つまたは複数のＷＬＡＮコンポーネ
ントキャリアのアグリゲーションを使用して、ＵＥ５１５にＰＤＮ２１０へのアクセスを
与えることが可能であり得る。ＰＤＮ２１０へのこのアクセスを使用して、ＵＥ５１５は
ピアエンティティ２３０と通信し得る。ｅノードＢ５０５－ａは、（たとえば、経路５４
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５を通して）発展型パケットコア１３０を通してＰＤＮ２１０へのアクセスを与え得、Ｗ
ＬＡＮ　ＡＰ５０５－ｂは、（たとえば、経路５５０を通して）ＰＤＮ２１０への直接ア
クセスを与え得る。
【００５１】
　[0063]ＭＭＥ５３０は、ＵＥ５１５とＥＰＣ１３０との間のシグナリングを処理する制
御ノードであり得る。概して、ＭＭＥ５３０はベアラおよび接続管理を行い得る。したが
って、ＭＭＥ５３０は、アイドルモードＵＥトラッキングおよびページングと、ベアラア
クティブ化および非アクティブ化と、ＵＥ５１５のためのＳＧＷ選択とを担当し得る。Ｍ
ＭＥ５３０は、Ｓ１－ＭＭＥインターフェースを介してｅノードＢ５０５－ａと通信し得
る。ＭＭＥ５３０は、ＵＥ５１５をさらに認証し、ＵＥ５１５との非アクセス層（ＮＡＳ
：Non-Access Stratum）シグナリングを実装し得る。
【００５２】
　[0064]ＨＳＳ５３５は、機能の中でも、加入者データを記憶し、ローミング制限を管理
し、加入者のためのアクセス可能アクセスポイント名（ＡＰＮ：access point name）を
管理し、加入者をＭＭＥ５３０に関連付け得る。ＨＳＳ５３５は、３ＧＰＰ団体によって
規格化された発展型パケットシステム（ＥＰＳ）アーキテクチャによって定義されたＳ６
ａインターフェースを介してＭＭＥ５３０と通信し得る。
【００５３】
　[0065]ＬＴＥ上で送信されるすべてのユーザＩＰパケットは、ｅノードＢ５０５－ａを
通してＳＧＷ２２０に転送され得、ＳＧＷ２２０は、Ｓ５シグナリングインターフェース
を介してＰＤＮゲートウェイ２２５に接続され、Ｓ１１シグナリングインターフェースを
介してＭＭＥ５３０に接続され得る。ＳＧＷ２２０は、ユーザプレーンに常駐し、ｅノー
ドＢ間ハンドオーバおよび異なるアクセス技術間のハンドオーバのためのモビリティアン
カーとして働き得る。ＰＤＮゲートウェイ２２５はＵＥのＩＰアドレス割振りならびに他
の機能を与え得る。
【００５４】
　[0066]ＰＤＮゲートウェイ２２５は、ＳＧｉシグナリングインターフェースを介して、
ＰＤＮ２１０など、１つまたは複数の外部パケットデータネットワークへの接続性を与え
得る。ＰＤＮ２１０は、インターネット、イントラネット、ＩＰマルチメディアサブシス
テム（ＩＭＳ：IP Multimedia Subsystem）、パケット交換（ＰＳ：Packet-Switched）ス
トリーミングサービス（ＰＳＳ：PS Streaming Service）、および／または他のタイプの
ＰＤＮを含み得る。
【００５５】
　[0067]本例では、ＵＥ５１５とＥＰＣ１３０との間のユーザプレーンデータは、トラフ
ィックがＬＴＥリンクの経路５４５を介して流れるのか、ＷＬＡＮリンクの経路５５０を
介して流れるのかにかかわらず、１つまたは複数のＥＰＳベアラの同じセットを横断し得
る。１つまたは複数のＥＰＳベアラのセットに関係するシグナリングまたは制御プレーン
データは、ｅノードＢ５０５－ａを経由して、ＵＥ５１５のＬＴＥ無線機５２０とＥＰＣ
１３０－ｂのＭＭＥ５３０との間で送信され得る。
【００５６】
　[0068]図５Ｂは、ｅノードＢ５０５－ａとＡＰ５０５－ｂがコロケートされるか、また
はさもなければ互いと高速通信している、例示的なシステム５００－ｂを示している。こ
の例では、ＵＥ５１５とＷＬＡＮ　ＡＰ５０５－ｂとの間のＥＰＳベアラ関係データは、
ｅノードＢ５０５－ａにルーティングされ、次いでＥＰＣ１３０にルーティングされ得る
。このようにして、すべてのＥＰＳベアラ関係データは、ｅノードＢ５０５－ａと、ＥＰ
Ｃ１３０と、ＰＤＮ２１０と、ピアエンティティ２３０との間で同じ経路に沿ってフォワ
ーディングされ得る。　
　　複数のＲＡＴ上で同じベアラのデータを通信することが可能なＵＥと、複数のＲＡＴ
上で同じベアラのデータを通信することが可能でないＵＥとのためのジョイントサポート
【００５７】
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　[0069]概して、ｅＮＢは、ＷＬＡＮバッファ管理のためのＷＬＡＮフロー制御を用いた
集中型ＬＴＥおよびＷＬＡＮマルチリンクスケジューリングのためのダウンリンクパケッ
トルーティングをサポートし得る。アップリンクでは、ｅＮＢは、ユーザ優先度メトリッ
クを計算するためにサービスされるＬＴＥリンクとＷＬＡＮリンクとを組み合わせ得る。
ＵＥは、ＷＬＡＮバッファ管理のためのアップリンクＷＬＡＮフロー制御をサポートし得
る。たとえば、ＵＬ送信は、（たとえば、ＵＬ　ＰＤＣＣＨ許可が受信され、データが利
用可能であるとき）ＬＴＥにおいてスケジュールされるか、または（たとえば、データが
利用可能である場合、Ｔsch間隔ごとに）ＷＬＡＮにおいてスケジュールされ得る。
【００５８】
　[0070]本開示の態様によれば、両方のリンク（たとえば、ＬＴＥとＷｉＦｉ）を利用す
ることによって、パケットレベルルーティングが改善され得る。本明細書でより詳細に説
明するように、本開示の態様はＵＥ間公平性（inter-UE fairness）を提供する。
【００５９】
　[0071]図６に、本開示の態様による、例示的なデータ経路アーキテクチャ６００を示す
。ｅＮＢにおいて、ＬＴＥデータパケットのためのＵＥへのＤＬ送信のために、第１のデ
ータ無線ベアラ（ＤＲＢ１）が使用され得る。ｅＮＢにおいて、複数のＲＡＴ上で同じベ
アラのデータを同時に通信するためのＵＥへのＤＬ送信のために、第２のＤＲＢ（ＤＲＢ
２）が使用され得る。
【００６０】
　[0072]本明細書で説明するように、２つ以上のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に
通信することが可能なＵＥが、無線リンク制御（ＲＬＣ：Radio Link Control）アグリゲ
ーションを実行することが可能なＵＥまたはパケットデータコンバージェンスプロトコル
（ＰＤＣＰ：Packet Data Convergence Protocol）アグリゲーションを実行することが可
能なＵＥとして説明され得る。ＲＬＣアグリゲーション対応ＵＥが、複数のＲＡＴを介し
てＲＬＣパケットを同時に送信し得る。ＰＤＣＰアグリゲーション対応ＵＥが、複数のＲ
ＡＴを介してＰＤＣＰパケットを同時に送信し得る。図６に示されているように、ＵＥは
、ＤＲＢ２上でＬＴＥとＷＬＡＮの両方において同じベアラのデータを受信および送信す
ることが可能であり得る。
【００６１】
　[0073]図６のＤＲＢ１では、ＵＥのための１つまたは複数のＤＬデータパケットは、Ｐ
ＤＣＰレイヤおよびＲＬＣレイヤから、ＤＬマルチリンクスケジューラ６０２に流れ、Ｌ
ＴＥメディアアクセス制御（ＭＡＣ）レイヤおよびＬＴＥ物理（ＰＨＹ）レイヤに流れ得
る。
【００６２】
　[0074]ＤＲＢ２では、ＵＥのための１つまたは複数のＤＬデータパケットは、ＤＲＢ１
のデータパケットと同様に、ＰＤＣＰレイヤおよびＲＬＣレイヤから、ＤＬマルチリンク
スケジューラ６０２に流れ、ＬＴＥ　ＭＡＣレイヤおよびＬＴＥ　ＰＨＹレイヤに流れ得
る。ＤＲＢ２のＤＬデータパケットはまた、ＤＬマルチリンクスケジューラ６０２からＤ
Ｌ　ＷＬＡＮフロー制御モジュール６０４に流れ得る。マルチリンクスケジューラ６０２
は、比例公平スケジューラを使用し得、ここにおいて、スケジューラは、公平性を考慮に
入れてユーザをサービスしながらシステムスループットのバランスをとり得る。その後、
データパケットはＤＬフロー制御モジュール６０４からＷＬＡＮ　ＭＡＣレイヤおよびＷ
ＬＡＮ　ＰＨＹレイヤに流れ得る。このようにして、ＤＲＢ２上のデータパケットはＬＴ
ＥとＷＬＡＮの両方において同時に通信され（たとえば、送信され）得る。
【００６３】
　[0075]態様によれば、スケジューリング決定を行うとき、ＤＬマルチリンクスケジュー
ラ６０２は、スケジューラがスケジュールし得るすべてのＵＥを考慮し得る。ＤＬマルチ
リンクスケジューラ６０２は、ＵＥ間公平性を考慮に入れる、ＱｏＳ要件に基づいてＵＥ
をスケジュールし得る。マルチリンクスケジューラ６０２は比例公平スケジューラを使用
し得、ここにおいて、スケジューラは、公平性を考慮に入れる様式でユーザをサービスし
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ながらシステムスループットのバランスをとり得る。
【００６４】
　[0076]アップリンク上では、（たとえば、ＬＴＥのための）ＤＲＢ１上のＬＴＥデータ
パケットは、ＵＥにおけるＰＤＣＰレイヤおよびＲＬＣレイヤから、ＵＬ　ＬＴＥスケジ
ューラ６０６に流れ、ＬＴＥ　ＭＡＣレイヤおよびＬＴＥ　ＰＨＹレイヤに流れ得る。
【００６５】
　[0077]ＤＲＢ２のデータパケットはＰＤＣＰレイヤおよびＲＬＣレイヤを通して処理さ
れ得る。その後、データパケットは、第１の経路に従って、ＵＬ　ＬＴＥスケジューラを
使用してスケジュールされ得、その後、ＬＴＥ　ＭＡＣレイヤおよびＬＴＥ　ＰＨＹレイ
ヤに移り得る。ＤＲＢ２のデータパケットはまた、ＰＤＣＰレイヤおよびＲＬＣレイヤか
ら、ＵＬ　ＷＬＡＮスケジューラ６０８に到り、ＷＬＡＮ　ＭＡＣレイヤおよびＷＬＡＮ
　ＰＨＹレイヤに到る第２の経路をたどり得る。このようにして、ＤＲＢ２データパケッ
トは、複数のＲＡＴ上で同じベアラ上のＵＥによって同時に通信されることが可能であり
得る。
【００６６】
　[0078]図７に、本開示の態様による、ベアラ選択のみ可能なＵＥ（bearer-selection o
nly capable UE）のための例示的なデータ経路アーキテクチャ７００を示す。以下で説明
するように、ｅＮＢは、たとえば、無線リソース管理（ＲＲＭ：radio resource managem
ent）モジュールにおいてベアラ選択アルゴリズム７０２を実装し得る。ＵＥは、ＤＲＢ
１がＬＴＥデータパケットのみのために構成され得、ＤＲＢ２がＷＬＡＮパケットのみの
ために構成され得る、ＤＲＢ１およびＤＲＢ２に割り当てられ得る。
【００６７】
　[0079]ベアラレベルマッピングでは、ＷＬＡＮインターワーキングをアクティブ化／非
アクティブ化するために、ＵＥ報告ＷＬＡＮ測定が使用され得る。ベアラタイプは、無線
ベアラの確立時にＬＴＥ専用に構成され得、たとえば、ＵＥ報告ＷＬＡＮ測定に基づいて
再構成され得る。態様によれば、ベアラタイプは、ＬＴＥ専用、第１のＲＡＴおよび第２
のＲＡＴ上で同じベアラのためのデータを同時に通信することが可能なＵＥのためのベア
ラ（たとえば、ＲＬＣアグリゲーションおよび／またはＰＤＣＰアグリゲーション）、ま
たはＷＬＡＮ専用であり得る。ベアラ選択のみ可能なＵＥでは、ベアラタイプはＬＴＥ専
用またはＷＬＡＮ専用であり得る。
【００６８】
　[0080]ベアラ選択のみ可能なＵＥのための無線リンクへのベアラマッピングを再構成す
るために、無線リソース制御（ＲＲＣ：Radio Resource Control）接続再構成シグナリン
グプロシージャが使用され得る。ベアラ選択のみ可能なＵＥでは、ＰＤＣＰレイヤの上で
パケットルーティング決定が実行され得る。
【００６９】
　[0081]上記で説明したように、ベアラ選択のみ可能なＵＥのためのベアラレベルルーテ
ィングのためのＷＬＡＮのアクティブ化および／または非アクティブ化はＵＥによって行
われたＷＬＡＮ測定に基づき得る。ｅＮＢは、ＨｅｔＮｅｔ機能が有効にされたベアラ選
択アルゴリズムをサポートし得、ＬＴＥおよびＷＬＡＮ上でベアラのためのエンドツーエ
ンドデータ接続性をサポートし得る。
【００７０】
　[0082]ベアラ選択のみのＵＥでは、ｅＮＢおよびＵＥは、たとえば、ベアラ再構成中に
、バッファされるパケットを最小限に抑えようとして、ＷＬＡＮを用いたフロー制御をサ
ポートし得る。ｅＮＢは、別個のスケジューリングアルゴリズム（たとえば、ラウンドロ
ビンポリシー、先入れ先出しポリシー）を使用してすべてのＷＬＡＮ専用ベアラをスケジ
ュールし得る。ＷＬＡＮスケジューリングアルゴリズムは、図７に示されているように、
ＲＬＣレイヤの下に位置し、ＬＴＥ　ＭＡＣレイヤ／ＷＬＡＮ　ＭＡＣレイヤの上に位置
し得る。
【００７１】
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　[0083]ＵＬでは、ＵＥは、ＬＴＥ専用ＤＲＢとは別個のスケジューリングアルゴリズム
（たとえば、ラウンドロビンポリシー、先入れ先出しポリシー）を使用してすべてのＷＬ
ＡＮ専用ベアラをスケジュールし得る。ｅＮＢと同様に、ＵＥにおけるＷＬＡＮスケジュ
ーリングアルゴリズムは、ＲＬＣレイヤの下に位置し、ＬＴＥ　ＭＡＣレイヤおよびＷＬ
ＡＮ　ＭＡＣレイヤの上に位置し得る。
【００７２】
　[0084]ＤＬでは、ＤＲＢ１のＬＴＥデータパケットはＰＤＣＰレイヤおよびＲＬＣレイ
ヤを通過し得る。次に、これらのデータパケットは、ＤＬマルチリンクスケジューラ７０
４を通って流れ、次いでＬＴＥ　ＭＡＣレイヤおよびＬＴＥ　ＰＨＹレイヤに流れ得る。
マルチリンクスケジューラ７０４は比例公平スケジューラを使用し得、ここにおいて、ス
ケジューラは、公平性を考慮に入れてユーザをサービスしながらシステムスループットの
バランスをとり得る。
【００７３】
　[0085]ＤＬでは、ＤＲＢ２のＷＬＡＮパケットはＤＬ　ＷＬＡＮスケジューラ７０６と
ＤＬフロー制御モジュール７０８とを通してルーティングされ得る。次に、これらのＷＬ
ＡＮパケットはＷＬＡＮ　ＭＡＣレイヤおよびＷＬＡＮ　ＰＨＹレイヤを通って流れ得る
。ＤＬ　ＷＬＡＮスケジューラ７０６は、たとえば、ＱｏＳパラメータおよび／または論
理チャネル優先度付けが考慮されない、ラウンドロビン、先入れ先出しスケジューリング
アルゴリズムを利用し得る。
【００７４】
　[0086]ＵＬ上では、ＤＲＢ１のＬＴＥパケットはＰＤＣＰレイヤおよびＲＬＣレイヤを
通過し得る。次に、これらのパケットは、ＵＬ　ＬＴＥスケジューラ７１０にルーティン
グされ、次いでＬＴＥ　ＭＡＣレイヤおよびＬＴＥ　ＰＨＹレイヤにルーティングされ得
る。スケジューラ７１０は優先度およびトークンバケットスケジューリングアルゴリズム
を利用し得、ここにおいて、適合データパケットは、仮想バケット中で収集され、バケッ
トが最大容量まで満たされたとき、ＵＬ送信のためにバケットから渡される。バケットが
まだ最大限に満たされない場合、パケットは、バケットが、十分な、準拠パケットで満た
されるまで遅延され得る。このようにして、優先度＋トークンバケットスケジューリング
アルゴリズムは、パケットの優先度を考慮に入れながら、システム帯域幅およびバースト
性に対する定義された制限に適合し得る。
【００７５】
　[0087]ＵＬでは、ＤＲＢ２のＷＬＡＮパケットはＵＬ　ＷＬＡＮスケジューラ７１２と
ＵＬ　ＷＬＡＮフロー制御モジュール７１４とにルーティングされ得る。スケジューラ７
１２はラウンドロビンまたは先入れ先出しスケジューリングアルゴリズムを利用し得る。
ＷＬＡＮパケットは、次いで、ＷＬＡＮ　ＭＡＣレイヤおよびＷＬＡＮ　ＰＨＹレイヤに
ルーティングされ得る。
【００７６】
　[0088]図７に示されているように、ＵＬおよびＤＬでは、ＰＤＣＰおよびＲＬＣはＷＬ
ＡＮ専用無線ベアラのために透過モード処理を実行し得る。　
　　ジョイントサポート
【００７７】
　[0089]本開示の態様によれば、ｅＮＢは、第１のＲＡＴおよび第２のＲＡＴ上で同じベ
アラのデータを同時に通信することが可能なＵＥ（たとえば、図６に示されているように
、ＲＬＣアグリゲーションおよび／またはＰＤＣＰアグリゲーションが可能なＵＥ）と、
第１のＲＡＴおよび第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信することが可能で
ないＵＥ（たとえば、図７に示されているように、ベアラ選択のみが可能なＵＥ）との両
方のタイプのＵＥに対するサービスをサポートし得る。
【００７８】
　[0090]図８を参照しながらより詳細に説明する、第１の例によれば、第１のＲＡＴおよ
び第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを通信するためのベアラとＷＬＡＮ専用ベアラと
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は、別個のスケジューラと別個のＷＬＡＮフロー制御モジュールとを使用してｅＮＢにお
いてスケジュールされ得る。第１のＲＡＴおよび第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを
同時に通信することが可能なＵＥ（たとえば、ＲＬＣアグリゲーション対応ＵＥおよび／
またはＰＤＣＰアグリゲーション対応ＵＥ）とＷＬＡＮ専用ＵＥとは、（たとえば、別個
のスケジューラ８０４、８０８を使用して）独立してスケジュールされ得るが、ＲＬＣア
グリゲーションベアラの処理および／またはスケジューリングは、ＷＬＡＮ専用ベアラの
直前に故意に実行され得、またはその逆も同様である。
【００７９】
　[0091]図８に、本開示の態様による、例示的なデータ経路アーキテクチャ８００を示す
。ｅＮＢは、たとえば、ＲＲＭモジュールにおいてベアラ選択アルゴリズム８０２を実装
し得る。ベアラ選択アルゴリズム８０２は図７のベアラ選択アルゴリズム７０２とは異な
り得る。たとえば、ベアラ選択アルゴリズム８０２は、第１のＲＡＴおよび第２のＲＡＴ
上で同じベアラのデータを同時に通信することが可能なＵＥと、ベアラ選択のみが可能な
ＵＥとの両方のタイプのＵＥをジョイントスケジューリングのために考慮し得るが、ベア
ラセクションアルゴリズム７０２は、ＲＬＣまたはＰＤＣＰアグリゲーションが可能なＵ
Ｅを考慮しなかった。
【００８０】
　[0092]ＵＥ１のためのＤＲＢ１はＬＴＥデータパケットのみのために構成され得、ＵＥ
１のためのＤＲＢ２は、第１のＲＡＴおよび第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時
に通信するために構成され得、ＵＥ２のためのＤＲＢ１はＷＬＡＮパケットのみのために
構成され得る。
【００８１】
　[0093]ＵＥ１のためのＤＲＢ１およびＤＲＢ２では、パケットは、ＰＤＣＰレイヤおよ
びＲＬＣレイヤを通過し、ＤＬマルチリンクスケジューラ８０４に到り得る。ＤＬマルチ
リンクスケジューラ８０４はＱｏＳベーススケジューリングアルゴリズムを使用し得る。
一例として、ＱｏＳベーススケジューリングはＷｉＦｉのための論理チャネル優先度付け
および／またはベアラ分類優先度付けを考慮に入れ得る。ＱｏＳスケジューリングアルゴ
リズムは、論理チャネルが、異なるグループに分類されると仮定し得る。その後、グルー
プの各々内で比例公平優先度付けが適用され得る。グループはそれらのそれぞれの優先度
の順にスケジュールされ得る。しかしながら、ＱｏＳパラメータを利用する他の技法がマ
ルチリンクスケジューラ８０４によって使用され得る。
【００８２】
　[0094]ＵＥ１のＤＲＢ１では、パケットはマルチリンクスケジューラ８０４からＬＴＥ
　ＭＡＣレイヤおよびＬＴＥ　ＰＨＹレイヤにルーティングされ得る。ＵＥ１のＤＲＢ２
では、パケットは、第１の経路に従ってマルチリンクスケジューラ８０４からＬＴＥ　Ｍ
ＡＣレイヤおよびＬＴＥ　ＰＨＹレイヤにルーティングされ、第２の経路に従ってマルチ
リンクスケジューラ８０４からＤＬ　ＷＬＡＮフロー制御モジュール８０６にルーティン
グされ得る。ＤＬフロー制御モジュール８０６から、パケットは、ＵＥ１への送信のため
にＷＬＡＮ　ＭＡＣレイヤおよびＷＬＡＮ　ＰＨＹレイヤにルーティングされ得る。この
ようにして、ＵＥ１のためのＤＲＢ２のパケットはＬＴＥとＷＬＡＮとにおいて同時に通
信され得る。
【００８３】
　[0095]ＵＥ２のＤＲＢ１では、ＷＬＡＮパケットはＰＤＣＰレイヤおよびＲＬＣレイヤ
によって透過的に処理され得る。その後、ＷＬＡＮパケットはＤＬ　ＷＬＡＮスケジュー
ラ８０８とＤＬ　ＷＬＡＮフロー制御モジュール８１０とにルーティングされ得る。次に
、ＷＬＡＮパケットはＷＬＡＮ　ＭＡＣレイヤおよびＷＬＡＮ　ＰＨＹレイヤにルーティ
ングされ得る。ＤＬ　ＷＬＡＮスケジューラ８０８は、スケジューリング決定を行う際に
論理チャネル優先度付けを考慮に入れない、ラウンドロビンまたは先入れ先出しスケジュ
ーリングアルゴリズムを使用し得る。たとえば、ＤＬ　ＷＬＡＮスケジューラ８０８は、
すべてのベアラを等しく扱い、ラウンドロビン様式でそれらのベアラをサービスし得る。
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【００８４】
　[0096]図８は、本開示の態様による、第１のＲＡＴおよび第２のＲＡＴ上で同じベアラ
のデータを同時に通信することが可能なＵＥと、ベアラ選択のみが可能なＵＥとのための
別個のスケジューラ（８０４および８０８）を示しているが、あるタイプのＵＥのための
スケジューリングは他のタイプのＵＥの直前に実行され得る。
【００８５】
　[0097]図９を参照しながらより詳細に説明する、第２の例によれば、すべてのＵＥ（第
１のＲＡＴおよび第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信することが可能なＵ
Ｅとベアラ選択のみが可能なＵＥ）は、ｅＮＢによる単一のＤＬマルチリンクジョイント
ＵＥスケジューラを使用して一緒にフロー制御され得る。この単一のＤＬスケジューラは
、図９に示されているように、ＲＬＣレイヤの下に位置し、ＭＡＣレイヤの上に位置し得
る。
【００８６】
　[0098]図９に、本開示の態様による、例示的なデータ経路アーキテクチャ９００を示す
。図８のベアラ選択アルゴリズム８０２と同様に、ｅＮＢのＲＲＭ中のベアラ選択アルゴ
リズム９０２は図７のベアラ選択アルゴリズム７０２とは異なり得る。たとえば、ベアラ
選択アルゴリズム８０２と同様の、ベアラ選択アルゴリズム９０２は、第１のＲＡＴおよ
び第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信することが可能なＵＥと、ベアラ選
択のみが可能なＵＥとの両方のタイプのＵＥをジョイントスケジューリングのために考慮
し得る。
【００８７】
　[0099]ＵＥ１のためのＤＲＢ１はＬＴＥデータパケットのみのために構成され得、ＵＥ
１のためのＤＲＢ２は、第１のＲＡＴおよび第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時
に通信するために構成され得、ＵＥ２のためのＤＲＢ１はＷＬＡＮパケットのみのために
構成され得る。
【００８８】
　[0100]ＵＥ１のためのＤＲＢ１およびＤＲＢ２では、パケットは、ＰＤＣＰレイヤおよ
びＲＬＣレイヤを通過し、ＤＬマルチリンクジョイントスケジューラ９０４に到り得る。
ＤＲＢ１では、パケットは、マルチリンクジョイントスケジューラ９０４からＬＴＥ　Ｍ
ＡＣレイヤおよびＬＴＥ　ＰＨＹレイヤにルーティングされ得る。ＤＲＢ２では、パケッ
トは、第１の経路に従ってマルチリンクジョイントスケジューラ９０４からＬＴＥ　ＭＡ
ＣレイヤおよびＬＴＥ　ＰＨＹレイヤにルーティングされ、ならびに第２の経路に従って
マルチリンクジョイントスケジューラ９０４からＤＬ　ＷＬＡＮフロー制御モジュール９
０６にルーティングされ得る。態様によれば、ＤＬマルチリンクジョイントスケジューラ
９０４は、すべてのＵＥを考慮に入れる、ＱｏＳベーススケジューリングアルゴリズムを
使用し得る。図８のＤＬマルチリンクスケジューラ８０４に関して説明したように、Ｑｏ
ＳベーススケジューリングはＷｉＦｉのための論理チャネル優先度付けおよび／またはベ
アラ分類優先度付けを考慮に入れ得る。ＱｏＳスケジューリングアルゴリズムは、論理チ
ャネルが、異なるグループに分類されると仮定し得る。その後、グループの各々内で比例
公平優先度付けが適用され得る。グループはそれらのそれぞれの優先度の順にスケジュー
ルされ得る。しかしながら、ＱｏＳパラメータを利用する他の技法がマルチリンクスケジ
ューラ９０４によって使用され得る。
【００８９】
　[0101]ＤＬフロー制御モジュール９０６から、ＤＲＢ２のＵＥ１のためのパケットはＷ
ＬＡＮ　ＭＡＣレイヤおよびＷＬＡＮ　ＰＨＹレイヤにルーティングされ得る。このよう
にして、ＵＥ１のためのＤＲＢ２のパケットはＬＴＥとＷＬＡＮとにおいて同時に通信さ
れ得る。
【００９０】
　[0102]ＵＥ２のためのＤＲＢ１では、ＷＬＡＮパケットはＰＤＣＰレイヤおよびＲＬＣ
レイヤによって透過的に処理され得る。その後、ＷＬＡＮパケットはＤＬマルチリンクジ
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ョイントスケジューラ９０４にルーティングされ、ＤＬ　ＷＬＡＮフロー制御モジュール
９０６にルーティングされ得る。ＤＬ　ＷＬＡＮフロー制御モジュール９０６から、ＷＬ
ＡＮパケットはＷＬＡＮ　ＭＡＣレイヤおよびＷＬＡＮ　ＰＨＹレイヤにルーティングさ
れ得る。
【００９１】
　[0103]図１０に、本開示の態様による、たとえば、第１のＲＡＴのｅＮＢによって実行
される例示的な動作１０００を示す。動作は、図３に示された１つまたは複数の構成要素
を含む、ｅＮＢによって実行され得る。上記で説明したように、アンテナ３３４、Ｔｘ／
Ｒｘ３３２、コントローラ／プロセッサ３４０、スケジューラ３４４、およびメモリ３４
２は、本明細書で説明する態様による、第１のＲＡＴおよび第２のＲＡＴ上で同じベアラ
のデータを同時に通信することが可能なＵＥと、そのような通信が可能でないＵＥとのた
めのジョイントスケジューリングの態様を実装し得る。
【００９２】
　[0104]１００２において、ｅＮＢは、第１のＲＡＴおよび第２のＲＡＴを介して通信す
ることが可能なＵＥとの通信のための異なるタイプの無線ベアラを構成する。１００４に
おいて、ｅＮＢは、第１のＲＡＴまたは第２のＲＡＴのうちの少なくとも１つを介してＵ
Ｅにパケットをルーティングするために無線ベアラのうちの１つまたは複数を選択し、こ
こにおいて、選択することは、ＵＥが、第１のＲＡＴおよび第２のＲＡＴ上で同じベアラ
のデータを同時に通信することが可能であるかどうかに少なくとも部分的に基づく。１０
０６において、ｅＮＢは、選択された無線ベアラを使用してＵＥと通信する。態様によれ
ば、第１のＲＡＴはＬＴＥであり得、第２のＲＡＴはＷＬＡＮであり得る。
【００９３】
　[0105]場合によっては、１００８において、ｅＮＢは、第１のＲＡＴおよび第２のＲＡ
Ｔ上で同じベアラのデータを同時に通信することが可能でないＵＥから独立して、第１の
ＲＡＴおよび第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信することが可能なＵＥを
スケジュールし、ここで、スケジュールすることは、ＵＥの各タイプについて別個のスケ
ジューラとフロー制御モジュールとを使用して実行される。場合によっては、１０１０に
おいて、ｅＮＢは別個のスケジューラのための優先度を動的に決定する。
【００９４】
　[0106]一態様によれば、図８において説明したように、ｅＮＢは、第１および第２のＲ
ＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信することが可能でない（たとえば、ベアラ選択
限定）ＵＥから独立して、第１のＲＡＴおよび第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同
時に通信することが可能なＵＥ（たとえば、ＲＬＣアグリゲーションおよび／またはＰＤ
ＣＰアグリゲーションが可能なＵＥ）をスケジュールし得る。両方のタイプのＵＥは別個
のスケジューラとフロー制御モジュールとを使用し得る。
【００９５】
　[0107]ＲＬＣアグリゲーションが可能なＵＥのためのｅＮＢにおけるスケジューラはＱ
ｏＳベーススケジューリングアルゴリズムを使用し得るが、ベアラ選択限定ＵＥのための
ｅＮＢにおけるスケジューラは非ＱｏＳベーススケジューリングアルゴリズムを使用し得
る。図８に示されているように、第１のＲＡＴおよび第２のＲＡＴ上で同じベアラのデー
タを同時に通信することが可能なＵＥのためのスケジューラは比例公平スケジューラを実
装し得、第１のＲＡＴおよび第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信すること
が可能でないＵＥのためのスケジューラはラウンドロビンベーススケジューリングアルゴ
リズムを実装し得る。スケジューラの優先度が動的に決定され得る。
【００９６】
　[0108]図１１に、本開示の態様による、たとえば、第１のＲＡＴのためのｅＮＢによっ
て実行される例示的な動作１１００を示す。動作は、たとえば、図３に示された１つまた
は複数の構成要素を含むｅＮＢによって実行され得る。上記で説明したように、アンテナ
３３４、Ｔｘ／Ｒｘ３３２、コントローラ／プロセッサ３４０、スケジューラ３４４、お
よびメモリ３４２は、第１のＲＡＴおよび第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に
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通信することが可能なＵＥと、そのような通信が可能でないＵＥとのためのジョイントス
ケジューリングの態様を実装し得る。
【００９７】
　[0109]１１０２において、ｅＮＢは、ジョイントスケジューラとジョイントフロー制御
モジュールとを使用して、第１のＲＡＴおよび第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同
時に通信することが可能なＵＥと、第１のＲＡＴおよび第２のＲＡＴ上で同じベアラのデ
ータを同時に通信することが可能でないＵＥとをスケジュールする。１１０４において、
ｅノードＢは、両方のタイプのＵＥをスケジュールするためのサービス品質スケジューリ
ングアルゴリズムを使用する。
【００９８】
　[0110]一態様によれば、図９において説明したように、ｅＮＢは、ジョイントスケジュ
ーラとジョイントフロー制御モジュールとを使用して、第１のＲＡＴおよび第２のＲＡＴ
上で同じベアラのデータを同時に通信することが可能なＵＥ（たとえば、ＲＬＣアグリゲ
ーションおよび／またはＰＤＣＰアグリゲーションが可能なＵＥ）と、第１のＲＡＴおよ
び第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信することが可能でない（たとえば、
ベアラ選択限定）ＵＥとをスケジュールし得る。ジョイントスケジューラはＱｏＳベース
スケジューリングアルゴリズムを使用し得る。図９に示されているように、ジョイントス
ケジューラは、ＬＴＥ専用ベアラと、ＲＬＣアグリゲートデータと、ＷＬＡＮ専用ベアラ
とをスケジュールすることが可能なマルチリンクジョイントスケジューラであり得、ここ
において、ＲＬＣアグリゲートデータは、第１のＲＡＴおよび第２のＲＡＴ上で同時にス
ケジュールされ得る同じベアラのデータである。
【００９９】
　[0111]したがって、本開示の態様は、ｅＮＢが、第１のＲＡＴおよび第２のＲＡＴ上で
同じベアラのデータを同時に通信することが可能なＵＥと、それが可能でないＵＥとをサ
ポートするための方法および装置を提供する。図８～図１１を参照しながら説明したよう
に、第１のＲＡＴのｅＮＢは、ＲＬＣアグリゲーション対応ＵＥとベアラ選択のみ可能な
ＵＥとを一緒にサポートしようとしてベアラ選択アルゴリズムを利用し得る。
【０１００】
　[0112]上記で説明した方法の様々な動作は、対応する機能を実行することが可能な任意
の好適な手段によって実行され得る。それらの手段は、限定はしないが、回路、特定用途
向け集積回路（ＡＳＩＣ）、またはプロセッサを含む、様々な（１つまたは複数の）ハー
ドウェアおよび／またはソフトウェア構成要素および／またはモジュールを含み得る。概
して、図に示されている動作がある場合、それらの動作は、同様の番号をもつ対応するカ
ウンターパートのミーンズプラスファンクション構成要素を有し得る。
【０１０１】
　[0113]本明細書で使用する「決定」という用語は、多種多様なアクションを包含する。
たとえば、「決定」は、計算、算出、処理、導出、調査、探索（たとえば、テーブル、デ
ータベースまたは別のデータ構造での探索）、確認などを含み得る。また、「決定」は、
受信（たとえば、情報を受信すること）、アクセス（たとえば、メモリ中のデータにアク
セスすること）などを含み得る。また、「決定」は、解決、選択、選定、確立などを含み
得る。
【０１０２】
　[0114]本明細書で使用する、項目のリスト「のうちの少なくとも１つ」を指す句は、単
一のメンバーを含む、それらの項目の任意の組合せを指す。一例として、「ａ、ｂ、また
はｃのうちの少なくとも１つ」は、ａ、ｂ、ｃ、ａ－ｂ、ａ－ｃ、ｂ－ｃ、およびａ－ｂ
－ｃを包含するものとする。
【０１０３】
　[0115]上記で説明した方法の様々な動作は、（１つまたは複数の）様々なハードウェア
および／またはソフトウェア構成要素、回路、および／または（１つまたは複数の）モジ
ュールなど、それらの動作を実行することが可能な任意の好適な手段によって実行され得



(25) JP 2016-537865 A 2016.12.1

10

20

30

40

50

る。概して、図に示されているどの動作も、その動作を実行することが可能な対応する機
能的手段によって実行され得る。
【０１０４】
　[0116]本開示に関連して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジュール、および回
路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（Ａ
ＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ信号（ＦＰＧＡ）または他のプログラ
マブル論理デバイス（ＰＬＤ）、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェア
構成要素、あるいは本明細書で説明した機能を実行するように設計されたそれらの任意の
組合せを用いて実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得
るが、代替として、プロセッサは、任意の市販のプロセッサ、コントローラ、マイクロコ
ントローラまたは状態機械であり得る。プロセッサはまた、コンピューティングデバイス
の組合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッ
サ、ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の他のそ
のような構成として実装され得る。
【０１０５】
　[0117]本開示に関連して説明した方法またはアルゴリズムのステップは、ハードウェア
で直接実施されるか、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールで実施され
るか、またはその２つの組合せで実施され得る。ソフトウェアモジュールは、当技術分野
で知られている任意の形態の記憶媒体中に常駐し得る。使用され得る記憶媒体のいくつか
の例としては、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読取り専用メモリ（ＲＯＭ）、フラ
ッシュメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）メモリ、レジスタ、ハード
ディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭなどがある。ソフトウェアモジュールは
、単一の命令、または多数の命令を備え得、いくつかの異なるコードセグメント上で、異
なるプログラム間で、および複数の記憶媒体にわたって分散され得る。記憶媒体は、プロ
セッサがその記憶媒体から情報を読み取ることができ、その記憶媒体に情報を書き込むこ
とができるように、プロセッサに結合され得る。代替として、記憶媒体はプロセッサに一
体化され得る。
【０１０６】
　[0118]本明細書で開示した方法は、説明した方法を達成するための１つまたは複数のス
テップまたはアクションを備える。本方法のステップおよび／またはアクションは、特許
請求の範囲から逸脱することなく互いに交換され得る。言い換えれば、ステップまたはア
クションの特定の順序が指定されない限り、特定のステップおよび／またはアクションの
順序および／または使用は、特許請求の範囲から逸脱することなく変更され得る。
【０１０７】
　[0119]説明した機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェアまたはそれらの
任意の組合せで実装され得る。ソフトウェアで実装される場合、機能は１つまたは複数の
命令としてコンピュータ可読媒体上に記憶され得る。記憶媒体は、コンピュータによって
アクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そのような
コンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光デ
ィスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ストレージデバイス、あるい
は命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを搬送または記憶するために使
用され得、コンピュータによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備えることができ
る。本明細書で使用するディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディス
ク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デ
ジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）、
およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ディスク（disk）は、通常
、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学的に再生する
。
【０１０８】
　[0120]したがって、いくつかの態様は、本明細書で提示した動作を実行するためのコン
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は、本明細書で説明した動作を実行するために１つまたは複数のプロセッサによって実行
可能である命令を記憶した（および／または符号化した）コンピュータ可読媒体を備え得
る。いくつかの態様では、コンピュータプログラム製品はパッケージング材料を含み得る
。
【０１０９】
　[0121]ソフトウェアまたは命令はまた、伝送媒体を介して送信され得る。たとえば、ソ
フトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回
線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して
、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル
、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ
波などのワイヤレス技術は、伝送媒体の定義に含まれる。
【０１１０】
　[0122]さらに、本明細書で説明した方法および技法を実行するためのモジュールおよび
／または他の適切な手段は、適用可能な場合に移動局および／または基地局によってダウ
ンロードされ、および／または他の方法で取得され得ることを諒解されたい。たとえば、
そのようなデバイスは、本明細書で説明した方法を実行するための手段の転送を可能にす
るためにサーバに結合され得る。代替的に、本明細書で説明した様々な方法は、移動局お
よび／または基地局が記憶手段をデバイスに結合するかまたは与えると様々な方法を得る
ことができるように、記憶手段（たとえば、ＲＡＭ、ＲＯＭ、コンパクトディスク（ＣＤ
）またはフロッピーディスクなどの物理記憶媒体など）によって与えられ得る。その上、
本明細書で説明した方法および技法をデバイスに与えるための任意の他の好適な技法が利
用され得る。
【０１１１】
　[0123]特許請求の範囲は、上記で示した厳密な構成および構成要素に限定されないこと
を理解されたい。上記で説明した方法および装置の構成、動作および詳細において、特許
請求の範囲から逸脱することなく、様々な改変、変更および変形が行われ得る。
【０１１２】
　[0124]上記は本開示の態様を対象とするが、本開示の他の態様およびさらなる態様は、
それの基本的範囲から逸脱することなく考案され得、それの範囲は以下の特許請求の範囲
によって決定される。
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